
PC09アンケート調査による運賃無料ウィークの成果と今後のバス利用に関する考察
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説明変数

性別 -0.099 ||||||||| 0.315

年齢 0.210 ||||||||||||||||||||| 0.095 †

学生ダミー 0.047 |||| 0.728

利用日数 -0.152 ||||||||||||||| 0.201

普段の利用頻度 0.349 |||||||||||||||||||||||||||||||||| 0.013 *

運転免許の保有 -0.048 |||| 0.716

自動車置換 -0.189 |||||||||||||||||| 0.101

無料でなければ出かけていない -0.331 ||||||||||||||||||||||||||||||||| 0.001 **

利用目的（通勤通学） 0.016 | 0.913

利用目的（買い物） 0.291 ||||||||||||||||||||||||||||| 0.037 *

利用目的（買い物以外の私用） 0.346 |||||||||||||||||||||||||||||||||| 0.018 *

利用目的（観光） 0.089 |||||||| 0.410

利用目的（通院） 0.137 ||||||||||||| 0.262

定数項 0.171

標準偏回帰係数 p値

無料ウィークを利用した感想

バスをもっと利用するために
どのような改善が必要と考えますか？

第2クラスター：
〈路線／時刻／バス停／分かる／近〉

→「迷わない・行きやすい」
情報と停留所近接の要望。

最大クラスター：
〈本数／便数／時間／少ない／最終／朝･夜〉

＋〈バス／利用〉
→「行きたい時に来ない」

＝ダイヤ密度・時間帯が最大課題

第3クラスター：
〈人／多い／乗る〉

→ ピーク時の混雑・容量不足。

“行きたい時に来る・迷わない・混まない”が定着の３条件。
加えて運賃と通勤・高齢者への制度対応が裾野を広げる可能性。

無料化を契機に「普段は乗らない人の試乗」と肯定的体験が拡大。
中心部・買物目的が多く、車からの置換も一部発生。

一方で本数不足・混雑・通常運賃が継続の壁として言及された。

中心核：〈無料／バス／普段／利用／乗る／行く／良い／思う〉
→ 無料化が試乗の後押しと肯定的な体験評価につながった。

放射状の枝：中心から目的・場所・移動手段・感情・課題へ伸びる。
→ 体験の“内容”と“課題”が同時に語られている構図。

今後のバス利用意向には、
普段の利用頻度・買い物・私用は有意にプラスに働く、
「無料でなければ出かけない」は強くマイナスに働く。

また、高齢であるほど今後の利用意向が高い。

“買い物目的であれば、無料でなければ自動車”、
“通勤は自動車に置換されづらい”という二極構図。

定着・継続を狙うなら通勤は価格より
“接続・信頼性・所要時間”重視が妥当。

無料ウィークは“普段乗らない層”の試乗（47％）を促し、
普段頻度が高い層ほど複数日利用の割合が高い。

ライト層の扉を開き、ヘビー層には集中的利用を生んだ。

期間中に利用した日数と普段の利用頻度との関係

バスが無料でなければ何を利用しましたか？

今後もバスを利用したいと思いますか？

バスでどこ行く？運賃無料ウィーク！
2024年12月18日（水）～24日（火）

（アンケートは12月18日～28日実施）
福山市内を発着するバス路線が無料で運行

バス利用者は延べ73,194人
（実施前と比較して約1.6倍！）
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まとめ
・無料ウィークは普段バスに乗らない人が乗ってみるきっかけ
となり、肯定的な体験となった

・買い物目的で外出する場合、バスが無料でなければ自動車に
置換される

・今後のバス利用を促進・定着させるためには行きたい時に
来る」、「迷わない」、「混まない」ことが必要となる
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